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サンポット石油暖房機 

(密閉式石油ストープ） 

取扱説明書 

る FFR-383BL 
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A * 告 



«巧 gnt 必ザ 

点«して<だ《い 


• このたびはサンポット石油暖房機をお買いあげいたださまして、まことにありびとラございました。 
•この機器は、消費生活用製品安全法の『特定保守製品』に指定されています。ご使用の前に、阳斤 
有ち票』（製品に添付）を返送していたださ、所有ち登録を行ってください。 

お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I 'ーブを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

•なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存して < ださい。 

お客さまご自身による工事はを険でず。据付け工事は販売店や専門業をにご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場合を同じでず。） 

•商品には保泣窗を添付しております。 

保巧書はよりよいが品作りやアフターヴービスの向上に粗!立たせていただをまずので、お手 
巧ですが所定事項のご記入をご確巧のラえ、おず保拉書をえをお》いあげの販売店にお巧し 
<ださい。 
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HI 铅こな意していただきたいこと 

を全のために必ずお守り <ださい 

この巧化投巧書には本巧を巧をに庄し C お巧いいただくために、巧。でいただをたい pi 占が 
巧をされていまず。 

巧を巧留をぶくご巧おいただを、本なをお扬みください。 

•ここにをした> ] 0は迅 i If 舌.ま g に E 分しでいます 


A 警告 

こめを示を Ha 没して*民3た取巧いをずると*人做亡* ■なを S う 
可也せ. * たはお巧の可化せが巧まごれる巧咨をちしてし巧で。 

A を 意 

この《示ホな巧して、巧コたののいをすると、人が通3をみ弓 
巧拍巧や巧的冉 g の g をが S まご n る巧召を示してい正す， 

•イラスト（无んか}の W におる マー クはなめよ百に巧しでいます. 

0 ® ® © ，づ 

禁止 

〇を 

7—ク 

指示 

A ^ 

でー ク 

注意 


ご使用前に 
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g 巧にミモ意していただきたいことっっ立 
A 警告 ( WARNING ) 


ガソリン液舆 

•巧ソ IJ ンなど巧 R 巧の巧い曲は、担おにめ 
巧しないで（ピごい:. 

1^^がの巧因にな0ます 




おお気巧（皆、ホース）巧れ盾榜 

•おがな«[田.すス)だ wn た王ま巧巧し 
ないで<■だごい， 

巧打ていると iSR 中にガスが至のに W む 
て、を R です 


給排気筒トツフ巧そ<を隨 

• たさ S 行トツブの巧0が S でみごがれに* 
まで巧吊レなレで（だで ( A . &ごがのでい 
るとをは.なちしでくだ古し、.. 

团モ< しでいると a お中に巧ガスが虽内に 
*れで、を孩です， 



巧巧のを巧巧幫 

• 巧巧などの巧保には巧用しないで <たない. 
巧巧ヴ;3下して义がつ舌、 Ay： の巧因にな 
口ます。 


スブレー生肢窝 

•スプレーちり力たットこんろ巧ボンパなど 
を、ストーブの上や的に（の回に）放■し 
ないでくださ U: 

おでちの圧力が上が D, if をしておちです ■ 
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を全のために必ずお守りください 


A 警告 ( WARNING ) 


定期点検の実施 

•定期的 （2 年に1回程度）に点検-整備を 
受けて < ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者 
のいる店に依頼してください。 


〇 


興 


ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

• お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼< 
ださい。 

(ス I ブを移設させる場合ち同じです。） 


0 



的如; 

.が 

- 


A 注意 ( caution ) 


カーテン、巧慌物巧接留と 

* 力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでく 
ださい。 

义災び発生するおそれびあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例 （3 吕 
〜33ぺージ）を参照してください。 


給ぶ時消火 

• 义災のおそれびありますので、給油は、お、 
ず消义し、火の気のないところで行ってく 
ださい。 


0 

〇 


かか 




澈 


異巧時掩巧瓷止 

* 方一が々を巧レたとさは.巧用しないで< 
ださい 

另巧巧巧のおそれびをります 


0 


盆障 


ご使用前に 
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巧に注意していただをたいことっづき 



A 注意に AUTION) 


おわ貢物を入れない 

•巧- ドのや注巧おん□などに巧や¥(核をみ 
〇ないでくたさい. 

けがや乂な5めおそ〇かち0ます 


腰をかけたり巧をのだない 

■ストーブの上にのごたり， ffl をむけたりしな 
いて-ください. 

ストーブのな拍ややけどのおそれがぶります • 
■ストーブの上に巧びん■やホを人 n たちのなど 
を■むないでだでい。 

ポがたかると饰や苗巧の扫モりかホりずす， 


巧造巧用の巧止 

して巧巧しないで<だで U : 壬に‘ス 
h — ブゃ巧巧!®には历お g 巧のな巧をちな 
どを巧 0 阿けないでくださレ> 

乂ぷやが方スが呈巧に巧れる际囚とな〇应 
度です t 
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まをのためにがずお守りください 


A 注意 (CAUTION) 


をがち茵巧近の可燃物近接禁化 

•抬がが»トツブの巧くに，打;由た巧巧物な 
ど引かのおモロのみるらめ5■かないでく 
だごい: 

火おのおモ n があ0ます 


0 



巧巧な巧巧での巧巧禁止 

■ストーフは居至の规5!用としてつく己 n たを 
のでずめで，坛 ft 至*坦至、巧 H 室などでは# 
幻に皮巧しな L 1て-< だ ごい, また、ゥリ -ニン 
グ巧.巧回ななど f げ交 g を化巧 f る«巧で 
は巧巧しないでくださ L 、， 
11：??^左ななと-の»祖にょ0 HSWS 巧や曲 W の 
巧囚にな日ます 



マントルピース巧据巧け尝止 

• マントルピース内には据付けないでください。 
ストーブが故障したり、火災の原因になり 
ます。 


0 



巧化ま京 

* 1000 mW 下でご巧巧くださし、 

モれをこ文でめ巧ずる ga はお W い巧めの 
賠化岛 ここ 旧阪< ださし 
その壬$巧用し S すと、巧な不定とな0, 
巧の0苗にな口ます 


A 



巧源コードを瘍めない 

•巧巧コードに掛理な力を況えた0、巧をの 
だたりしないでくだホい。壬た、》巧ブ5 
ブを巧くと巧ま、コードを拍つで引3巧か 
な U でくピご U : 

か巧やち t の巧因にな0ます. 


0 


で非. 


ご使用前に 
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g 巧にミち意していただをたいことっコき 


必注意に AUTION) 


巧源フラヴは確実に差し込む 

■ S 6 ブラブはコン t ントに巧元壬で泣»に 
»し&んでくだ古^。 

(末た、 ti んだプラヴやゆるんだ3ンたント 
はを用しないでくだごし、。） 

火 W の巧因にな0まず 

■ め n た丰での店53しはしないでください.; 
巧 R のぶ因 I こな0ます.， 




'づ 


長巧間巧用しないとさは巧堀ブラヴを巧ぐ 


町巧巧用しないとさは. gs ブラヴをな 
L 、 で C だご U 。 

ゃモ巧しない > のの巧因になります. 




亞源ブラグのお手入れをずる 

•と f ど S は巧»プラグを化き、ほこ0 ( 及 
びを g 巧）をな£しでくだごい.. 
f ほこ0かにまるとち巧などでお#す白にな 
の 乂^^の巧因にな口まず 




ミ由葡わ巧記 

■ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接続部およびス 
I -ーブなどか5灯ミ由漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると义災のおそれびあります。 




お願い （ NOTICE) 


巧袖の巧巧 

， fliffl の巧巧か分は、打;由をお B いずめになコたの巧占に C 巧にくだごい.. 
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■使用ずる場所 


スブを田をに巧巧す々ためにけ， W 巧のなおが大巧でず。 

W 巧のお左はの证をお巧みください， i 3£〜33 K — ジだ段.) 


■効果的に使用ずるために 

• A たいが》に巧する巧さわで®巧に化けけると.ち巧が«めら. n て巧五しミすので巧 g 的て-ホ， 
■ストーブの巧巧に » S 巧が巧ると，封巧の3«にむ5がで壬る巧因になウすす， 


巧の«巧では巧用しないでください。乂^^やモ巧しなし1¢なの巧茵にな D ます。 

* ホザでなレ 1* 巧、すちをな巧巧 

* ず巧ぞな苗!をのなた巧などの下 

■ 巧お性巧スのちをてる3たはた正 る巧巧 

■ 忖立におえやすい ものがあ る巧巧 

•姑由、左巧□などの巧巧で远苗のとなる W 巧 

•マントルビーユ巧 

•ぷを、をなど人のいない!«巧 


ご使用前に 
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各部のなまえ 

■外観図 


【正面が観図】 


前面ガード 

遮熱板 
ガラス 



上面板 

表示部•操作部 


反射板 


リセットボタン 
定油面器（内部) 

置台 


【背面が観図】 


室温サー S スタ 
(ルームセンサー) 



が気管巧け 
検知リード線 


電源プラグ 


不完全燃焼 
防止装置（検知部) 



壁固定金具 

対流ガード 
(対流用送風機） 

給お原筒 

が気管エルボ 
排気管ストッパー 
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■表示部*操作部 

•ate スイ，ツチ在 ITJ にするとがち細;:オレンジをのバックライト诚巧）びな打しずず。 


チでイルド〇ツク《を 
た示…デ t イルド03ウ rxj 


おな‘巧巧な足ボタン 



T がタン 

A ボタン 

里1化定 

巧をを 

下げる 

0ホち S を 

±げる 

巧をせ 

巧のぞ 

巧担で 


午前-午め巧を 
そ B■ 午往の R を 


タイマーランプ（ブ U— ン) 
SfJ …タイマー A A 子04» 


»6ランブ（レッド} 

* 点灯…運転中 

•点滅…消火後再点义したとき 
(ストーブが;令えると 
点なに変わる） 


セーブランプ£ヴ^-ン） 

•点な 

• セーブ運転中 

. タイマ—セツ ト時に予約した場合 
•点滅…セーブ運転中に室ミ届が設定室温より 
2で上昇した場合（消义中も点滅） 



_設定切換ポタン_ 

液晶まお部の表示切替え 

タイマーボタン 
タイ7-のセブ !• ■でび JW 括 


たープボタン 
白ーブ巧6の M ホ巧 

時刻合わせ表示 


>点な’ • •液晶まお部が現在時刻の 
設定を表お中 
* 点滅 • • •現在時刻の設定中 


»点灯…液晶表示部がタイマー時 
刻の設定を表示中 
»点滅…タイマー時刻の設定中 


運転スイッチ 

運転の開始及び消义 


巧！はちが 

• 初期表示の点滅(運転スイツチ切の場合） 

-電源プラグをコンセントに差し込んだとさ 

•停電を、再适電したとさ 
-時刻設定していないとき 


n - n 

，■ご u 

• 時刻表お 


• 設定室ミ届と現在室ミ品表示 

j " n n 

•チエツクモード表示 

L U U 

•何ち表おしないとさ 


-停電中 
-省電力まお中 





I ごめやを>片など.とげ3た6めで》化ボタンを巧さなし1でくださし、* 


ご使用前に 
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■保用前の賴 


■慌料 


■点乂前の華捐と確認 


-巧衬はおで口曲りに）巧口;を巧用してくだ 
さしし 

■を«巧巧.巧 n に打巧、ホの苗じつでいる巧 
巧などは巧巧に巧用しないでこだごい. 

な火，消 A しにくくな3た日 ，巧恨が巧<な 
コでずずが化た0, H 品の巧をそ旧め壬す。 

麵給由 

ち巧はストーブを;肖 A してかろ行ごて<だごい， 
-4 化タンクのち油けルブを阳める 



つ巧タンクのを巧口, J 、 にをかし， 

し お苗する 

■盛■肝の S 示が r 巧 J の聞上にはおち! 
にん n ないでくだごレ， 


巧粒あ □& たをほまに巧める 
4こぼれた订进はぶ<みさとる 



-なタンクはをにしないでくだごい。 
f 宙 J までを况ではるとストーブよ D [ボン J 
と百びしに白、すすが民まレ、な!！の巧因に 
な0ます6 

*お巧すると&は> ごみなどび入百な 
ま g して < ださし、 

«巧不良の] i 坦にな0 的。 


1を油面お巧を苗■のセット 

•初めて使用するとさやシーズン初めには、 
リセットボタンを押してください。 

据付けや、スI-ーブに強い振動をあたえた 
とさ、定ミ由面器の安全装置び作動して、ミ由を 
流しません。 

点火操作後、油タンクに巧油び入っていて 
ち 『E-03』『E-33』『E-0 已』 『E-35』 のチェッ 
クモード表ちび出たとさは、運転スイッチ 
を一度「切」にして対流用ファンび停止し 
た後、再び運転スイッチを「入」にしてか 
5リセットボタンを押して、を全装置を解 
除して < ださい。 


リセットボタン巧だく巧し* 
ずぐなぞがす 




■ y でットおタンは巧巧 
中，むやみに笠行百な 
でくださ U 。 

■ «巧にカラーを W して* 
巧でな U でくだ立い。 
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2 


油なれのな巧 

* 3ム W と巧8やストーブめ H 台に;由*!れ 
びな U か曲巧してくださ U ， 

巧一. 曲:！*のして U る#合はさなバルブ 
を巧め、をずお g いまめの巧巧巧及は> 
巧 D のサンボット笠な‘色 R 吊 hs ご法括 



4 お K ホース-がな S の巧拓の巧巧 

* おなホース，巧な S び正し C 拒巧さ n で 
し、る占化巧してくだ立し、 

巧れて U ると g な中に样づスがち巧に JI 
れて，大なななです， 



準 

備 



ストーブ巧巧の皮巧 
■ス 1- ーブの旧囲 R びお巧 KM ト ッブの曲 
阻に弓 I ルのや巧历均がないか巧巧してく 
だでし V . 

乂 Jit ! や于巧しなし1巧なが巧生ずるおモ〇 
がちりまず 



[:巧巧プラグ。接巧 
iJ * 巧括プラグは t 日 OV のホ巧3ンわントに 
S し&んでおるか ttfiS しで < ださ L 、 
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巧用方法 


BfTTl.4 句 


.BKsa ! バマ -- イ I 


プ [? W !] 


風 


S ■力巧示につし\て 

*1£スイッチげ [0 J でストーブが#と中*ボタンを巧さないがな田でザ U 上巧吃と*巧力巧示と 
な0、巧すなの巧示がをて; Hf 无ます。このが巧から巧巧 T る！*合は.いでれかのポタンを一 JB 巧し 
て氏巧巧を R 巧ごだた*.る#巧を巧コでくださし、 


■点乂 


1 i 由タンクめ道をバルブを曲く 



2 運転スイッチを巧して、「入」にする 

■運転ランプと表ち部のバックライトび点灯し、2〜4 
分予熱後着火します。 

液晶表ち部び時計か5温度表ちに切換ります。 

•モ M 化.巧ぶ用7アンが回0、巧: 3 W 切予 fflj お巧 S 巧 
います. 


■ちランプホロ 対 iJil 巧つ r ン固る 



— 2-45 tW ►- 

ィロ巧？ ► 




(巧¢1哨り） 

(喊な 


イツ于巧巧で a 

义 

ホが巧 




■ホ火の巧には，づラスよ D 着かを巧拐して<ださい* «义しない場台ぶ、泪タンクのぶなバルブ 
の用のや左巧面おのリセットボタンをしてください. 

スイッモを「入 J にし，呆》«ホ巧に rE ‘19 J のチェックモードげ R ちご n た11るは.巧巧 
s の巧巧ぴ不十对であ3た〇> 巧 at ■巧け W 巧 IJ ー ド》が正しく巧巧さ n でレな L 1 ためです.， 
36スイッチをしりたん「四 J にし、ストーブが巧止しためちみ巧し • ffilt にを巧してか百 、 a 
がスイ 'ッモ巧 r 入 J にして C ださし、。 

■始めてのご使用時や試運転時、およびミ由切れ時などに送ミ由経路の空気抜さび不十分な場合には点 
义安全装置や燃焼制御装置び作動し、 『E-03』『E-33』『E-0 已』 『E-3 已』のチェックモードび表 
ちされることびあります。この場合、運転スイッチを一度「切」にして対流用ファンび停止した 
後、再び運転スイッチを「入」にしてか5十分に空気抜きを行ってください。 
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■ru WHiitM 


わ H マ 〜 X 


?4? 日 


式 I ‘感 

ft M 


■室温の調節. 


t ツトした迫なになるよろに、乂力を自 M のに旧のしまず- 


巧拓巧示巧げ坦度巧ホになコでいることを S だしげ巧して 
<ださい. 

1 温度-時刻設定ボタンの『▼』『▲』を巧して、お好み 
の室温を設定する 

•はじめ口，巧ん!亡に投をご打てい壬す。 

■設定室温を上げたいときは『▲』ボタンを押し、下げたいと 
さは『▼』ボタンを巧して < ださい。 

デジタル表ち部の左側 r 設定室温」び変わります。 

1回巧すと rc 変わり、巧しつづけると連続で変わります。 
•を為の投定化回は r 1 S-32J C です 
* 技互呈苗の巧字はぞ坦のめたすでずほ»»巧じぶつでは 
みずしら至丑と一技しまなん 

•巧定まぶは一なたッ I - す n ば JUS さむ壬すが> »巧の!■苗 


担3で S C 巧で¥ 




には W なご n 目1¢阿にに 4 J じにセツトです： 






使用方法っづき 



■消乂 

1 運転スイッチを再度巧して、「切」にずる 

■運転ランプと表ち部のバックライトびミ肖灯します。 
液晶表ち部び温度か5現在時刻表ちに切換ります。 



〇ぶタンクの送ぶバルブを站じる 



3 消义巧巧巧ずる 

•巧帝用フ r ンはス I — ブがち■ちる*での巧扫が切团りごづけ正す。 



■長期間留守にずるときは、必ず電源プラグをコンセントか5巧いてくださし、。 
• 電源プラグは巧流用ファンび停止してから巧いてください。 

• 電源プラグをコンセントか5巧いて運転を停止しないでください。 

ストーブび過熱し、故障の原因になりまず。 

• お出かけになるとをは必ず消义してください。 

運転スイッチを「切」にしてください。 
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■使巧上のま意 


g おがにま S 

* ストープの上迪巧-の西巧ードなどはなおです。 

やけどに3»しで（にだい， 

* 巧におすなまをストーブにあづけないでください， 

相 a ガード ( Miiffi な)のこ巧巧巧おすすめし壬す* 

•前面ガードを闲 U た壬まの巧し K いでくださ:い。 

か#»おウ巧ラスなどの giS 巧に巧つて S すと P けどをし ST ; 
•お巧で B トツブや持巧«はを丑でず•やけどにま S して C ださい。 


6巧な话トッブなそくを巧 

* 冷热巧 R トツブの旧日が百 で巧 、すが巧たままで巧用レないでくど 
さい*みさび n ていると舌は，を否してくたごい， 

曲そくしで U ると ate 中に巧ガスが呈巧に:■れて、ち巧です- 




巧時のぶ靡 

• E が巧巧したとさは、 S 巧ブラグを3ンセ VK か己泣 L 口: C だごい* 
曲し L 1巧の R ■て' ストーフだな田すをボモれだを0ます， 


■ シーブンオフのよラに« W 田巧用しないと3は 1® 及ブラヴを巧いてくどでい。 


■ガラスには水ホかけたり、* S をあたえに0しなム1でくだ5い* 
ガラスかな n ち皮です。 


•ストーブ的面巧曲んみく H なが苗 U ので曲に巧しホめを■いたり*) K いた0しなりでくださ化 
ををやを化した D 百ることがあります。 


■巧抖を凌中で切5した 0. るなパルブモ田じたすすだかしますと I -拍えるときにか«巧 S をち 
すること巧巧0まず。 

な科巧の曰5ないようにレてくだごい，また、3巧 K ルブが町いていること S 巧巧の上点かし 
てください， 


I 使用方法 


つづき 



■時刻含せ 


漏 

千巧3巧10分にを口る W ろ 


•はじめでか巧ずるとさや巧巧私及をが -- ：•一にな）てし巧 q ちには、日5判るせを巧つてくだでい.. 


>化中でも巧 te 中でらさはるこ.とがでさます。 

4 K 定切巧ボタンを巧して、[時あ 1 合は J を 
I 巧巧させる 



2 萬ち + 時刻おちボタンの 「 Tj 巧巧す 
■ 巧な舌を曲のを切「時 J をさせ壬す 
• ボタンを押しつづけると早送りになります。 




3 垣な - 時刻巧をボタンの fAl を巧す 

• ぷ思巧示がのち田「5[^」ぞ这だます. 

■ ボタンを巧しつづけると早送りになります。 

■むット5巧えて10担につと，陪到合だ安示がおのし* 
巧な巧巧史示に田の D ます. 
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■タイマー運乾 タイマー巧巧含な： 

* おめどめ内の寒い«などお好みのおなに 3 K を阳拍しまず 

g 止かでも gh 中でも合せることがで吉ます 一 

1 巧を切巧ポタンを巧して、「タイマー台だ」 

巧ちあさせる 


2 里あ* 時巧技をボタンの * を 巧す 
■ ，巧显まを苗のを Rjr 時 J を 白けます 
■ボタンを巧しつづけると早送りになります。 


午66巧: K ) 巧にさ口る場& 



3 坦な时巧巧をボタンの， A 1 ち巧ず 
■ 巧品巧示なのち曲 [分」を 台はます。. 
■巧は5巧5ざみで《をます 
■ボタンを押しつづけると早送りになります。 
■セットを終えて10秒たつと、タイマー合せ表 
示び消巧し、現在時刻表ちに切換ります。 
•タイマー旧幻は一度セットすると Ktft ごのます 
ので.巧か百セットずるかちはありまはん. 

* 巧巧があると Eft が S 時さむまず.. 

巧セットし t くだ だい： 
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I 使用方法っづき 



■タイマー運転 タイマー点火 


1油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

• 運転ランプと表ち部のノ（ックライトび点灯します。 
• 燃焼中にセットする場合、運転スイッチを r 入」にす 
る必要はありません。 


3 タイマーボタンを巧す 

• 々イ7—ラ、ノプがち' iTT します。 

• 10秒間液晶表ち部に r タイマー合せ」とタイマー時刻 
を表术します。 

• タイマー時刻合せびでさます。 


4 お好みの運転を予約する 

• セーブ運転の予約びでさます。 

• セーブ運転はタイマーセットをしてち解除されません。 

• タイマー待機時のバックライト(照明)の明るさ調整がでさます。 

①運転スイッチ 「 OFF 」 時にタイマーボタンを已砂 LU 上押す。 
◎「▲」、「▼」を押すと心〇」一「しり一心2」一心3」と 
お好みの明るさに調整する事がでさます。 

③設定したい内容を表おさせて設定切換ボタンを押し、 

通常の表示に戻せば設定完了です。 


設定室温現在室温 


I 

し- I 

I 


I 




※出荷時は、「し1」に設定していまず。 

FL-IJ fL-2] rL-3J 

-•- 巧 

出荷時1^ ^ 

ルックライト照晒 ON 


FL-OJ 

9 曰 - - 

パックライト ( 照喊 OFF 



■タイマーセットの解除 


運転スイッチを再度巧して、「切」にする 
• タイマー時刻前に点火する場合は、再度夕 
イマーボタンを巧します。 




• 時刻合せをしていないとタイマー運転はできません。巧に時刻合せを行ってください。 （17 ページ参照） 

• タイマー点义をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他を険な状態のないことを確認してください。 
• おでかけのとをはタイマー点义をしないでください。予想しない事故が発生するおそれがあります。 

• 停電したとさや運転中にチェックモードを表示されたとさは、タイマー運転は解除されます。 
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■セーブ運輕 


>化い9^の«台など > 垃^$»ょ〇主3げ止が〇7さ古と田こごそ用くピごぃ1だ巧，巧 At く0がえし•ま: a を hb し无す, 


«|セーブポタン巧巧す 

1 •セーブランブがな打します。 

i を品げ@をを忍よ0約己で上ちしたとをは I セーブ5 
ンプが度 H と K 日、このは巧が2巧怕巧くと巧 A にな 
D ます， 

•巧岳1^1^は及«がは定ち3に下がコにとさ，たープラン 
フ扫调巧から。打に巧わり、なおになります， 

* わーブ36はな巧1消;^；ぞ< 0がえしますのでぎちの 

を"占け:をくな。走す。 ,—=_ . 

り ’ トブたプ ® W * • * 

I W 、 で上— A J — A 

! 。 * - 苦 ， i 



■セーブ運おの解除 


+T—-r ボ A-J3fc 正旧田 B す 



•セーブ運転は一度セツトすると記憶されますので、消义してち解除されません。 
•停電したとさは、セーブ運転は解除されます。 



■ 使用方まっづき 



1,1 


チャイルド□ックにつ U で 

おす》などによる U たず6巧巧め防■止や、お古て ge スイッチを巧して6ホ W しなし1ょ3にしたい 
と3に任用し*で 


■チャイルド□ツク 

4坦巧-時刻松をボタンの f ▼パ AJ を3おた4上同 

I 時に押， 

• r—«j マークが》示さわまず ■ 

■ UK かにセツトすると，セツト巧は aeff 止{巧；!；} 
»巧けかは巧け巧けまだん， 

• ff 止やにたゴトすると、 t ツト中はずべでの»巧を 
巧けけけません， 


! - 


— 

， [* 

1- 

-- —— 一 一- 

"' 


■チャイルド□ックの解除 


ち巧•時刻拉定ボクンの rvjrij 巧巧な3巧 U I 一…_ 

上 巧 時に巧す ~~ pu ^ ，レ. 

•「 W * J マークが巧え王 T * _____ ■'•■'こ 



^ごを意) 

)、~ ノ 

>停電したときや運転中にチェックモードび表示されたときは、チャイルド□ックは解除されます。 
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まを装置 

•異常び生じたとを、自動的に消义ずる装置でず。 


•安を装置び作動した場合、運輯スイッチを「切」にし、ストーブびをえてか5下記の処置をしてください。 


ま全装置のなまえ 

•作動の原因 

チェックモード 

処置のち法 

対 震 自動消乂装置 

•地震（震度已程度ムソ上）のとさ 

•強い振動や衝撃を受けたとさ 


ス1ブの周囲や給気管-排気管のがれ 
やゆるみ、油漏れなどの異常びないこと 
を確認し再点义操作してください。 

停電を全装置 

•停電したとさ 

•電源プラグび抜けたとさ 

c _ n n 

しし,し, 

通電後、再点义操作してください。 

過熱防止装置 

•対流ガードにほこりびたまった 
り、対流ガードび力ーテンなど 
でおおわれたと去 

c _ n n 
し u ' 

対流ガードの掃除や障害物などの原因を 
取り除いてか5再点义操作してくださ 
い。 

点义を全装置 
•点火不良 


次のことを確認し、再点义操作してくだ 
さい。 

•ミ由タンクの患由バルブび閉じ5れてい 
ないか。 

• ゴム製送ミ由管に空気だまりびないか。 
(34 ぺージ参'昭） 

• 定油面器のを全装置び作動していない 
か。 （1 1ページ参照） 

•再びチェックモードび表ちされる場合 
には、お買い求めの販売店又は最寄り 
のサンポット支店-営業所へご連絡く 
ださい。 

燃焼制御装置 
•途中で义び消えたとさ 

E -0 5 
E -3 5 

不完全燃焼防止装置 
• 不完全燃焼になった排ガスび室 
内に漏れたとさ 

積算作動回数 1 〜 2 回 

い:！: 

と-と,/-, 

次のことを確認し、再点火操作してくだ 
さい。 

• 排気管びがれていないか。 

(2 3ぺ—ジ参昭） 

• 給排気筒トップの先端びがれていない 
わ、。 

に3ぺージ参照） 

【連続不完全燃焼通知機能】 
•連続して不完全燃焼防止装置び 
作動したとさ 

積算作動回数3回 

广广广广 
しししし 

(点滅） 

【再点义防止機能】 

•連続して不完全燃焼防止装置び 
作動したとさ 

積算作動回数4回 

广广广广 
しししし 

(点灯） 

室内の換気を行い、お買い求めの販売店 
又は最寄りのサンポットま店-営業所へ 
ご連絡ください。 

に,： T < r 」 び点灯するとストーブび使用 
でさな < なります。 
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点検-手入れ項目 

給気 ホース 
排気管 

給排気筒トツプ 


ち 

I 給気ホース•排気管の接続箇所び外 
れていないか点検します。 

I 給気ホースび排気管にあたってい 
ないか点検します。 

I 室外の給排気筒トツプび鳥の巣や 
ビニール 袋などでふさがれていな 
いか点検します。 


法 





を 


C.G 




油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


I ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
のたまり、油のにじみびないか点 
検します。 



周囲の可燃物•引义物 


I ス I -ーブの上や周囲-給排気筒卜 
ップの周囲に可燃物、引火物びな 
いか点検します。 



排ガスの漏れ 


I 排ガスのにおいや、目びチカチカ 
しないか点検します。排ガスび漏 
れていますと危険です。 



給排気筒トツプ 


I 給排気筒トツプび雪や氷でふさび 
れていないか点検します。ふさび 
れていると異苗燃焼することがあ 
り危険です。 


邸 

© 


V)。’ 


暑 


■ その他の装置 


装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

排気管巧け検知装置 

• 排気管接続部の外れ 
• 排気管抜け検知リード線び外れ 
たり断線したとさ 

'5-/5' 

排気管や排気管抜け検知リード線を点 
検し、確実に接続してか 5 再点义操作 
して < ださい。 


日常の点検•手入れ 

■点検-手入れのときのを意 


■点検•手入れの必要項目、時期、方法 



• 必ず運転スイッチを「切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブび冷えた状態で巧 
つて < ださい。 
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坊 ffl な# ■ 手入れ a 目 


巧巧ガード 


I ストープ S 面の巧ぶ巧ードに巧い 
たほこ0を} f 巧 M などで取0除を 
ます。 、 


苗たづード 


購! U ’ 


ストープ J 4 巧 

巧をのため. gg ブラ 
ブをコンたントよ日 
巧 W てか&行つでく 
だれん 


■ストーブ.»台.をが恨などのほ 
こ D や巧 n は.巧いたやわらかい 
巧などでさ fi いにみさと日ます* 

* シンす一‘アルコール t ベンジンな 
どは巧巧しな W でください， 

巧面方ードの巧しかた 
* ffl の 巧ードの ち历上 泣を 7 ックか 
6巧し，を下がの巧から引击巧 
さ*を的に曲きまず* 




プム K ち进巧 


* ゴム 油をにひび巧 n が生じて 
レなレか.な(*し去7。 

* j ム W ち巧巧はな年空化しまずの 
で3$に1 R 巧しレのにでのしてく 
たさ、、. 

* で 巧は お RU 巧めの BSfll 巧に应 巧、 
及は H 巧 口のサンボ y 卜ち巧•巧 
獲吊にご柏にくだごじ。 


廊 


S 巧プラブ 


’亞ぷブラグにほこ D が巧] ■ してい化かホ巧しモ T 。 


曲タンク 


^巧タンク内に木りごみがたまつで 
レないかなのします. 

>巧タンク内のホ巧を，ストレーホ 
[ろ巧）め掃がは、拍タンク的 JW の 
取巧 K 聞■にしたびって巧コてく 
だごし、 




か i ) 








■ 定期点巧 


ヴンボッ K 店巧す扫巧ストーブは巧用ご n る場巧や S 件.また巧用町曲によ0巧巧‘ S 化する奋品げ 
あ0ますので.《3巧な爸り巧)日本石巧齿•巧》おな巧の觀 TEL 03 ‘34目日‘旦93日)で行ラ巧相 S 巧 
WH を戊了ろ {5 巧巧 K 巧巧 S 理: t } など J による定供冉 (* ち巧けてください a 

■定期点巧の実施時期 

己シーズン毎に1回巧«足咱。巧を受けてくだご 

にだし、 SS の S いとこる、Iさこ日のをいとこ5(闲えげ，お巧里や H 巧: DB など)、占巧也巧などでご 
巧巧の《苗は、]シーズン巧の点化がみ E と W りすホのでおのい巧めになった巧がにご巧 R' ください： 


定期な W 


を巧点#は冉鬥の区巧ちが、ほ M 巧が，培巧巧まわ D め点玲■をを寅 g の U 9 K わけの巧冉，お巧. 
巧用时 M によ0巧巧お化すレ巧品のな巧6を巧レます 

5をにお巧い L t ただくために W なのな坦を再みだ扣ホるらのですかろおず巧けで（だ立い 


し込み先 


お客さま一お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所。 




定期点検の費用についてはお買し)求めの販売店又は最寄りのサンポット支店•営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理等び必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相談 
申しあげます。 


■を期点検の内容 


ま巧な巧の巧ち 

m 目 

R ■扶田、6巧巧まわりの 
巧 a ••巧 

• sa の校■-巧巧坊巧 * 送证巧な出の化 gruzf ム H 思田 B さむ j 
*を》巧田巧巧とコま〇 
* を曲あ«トップめつ壬 D 

由を毎■及び運 RWf の点 
* ■做 

■をを兵■の H さ 巧のみ货 

,»けが苗例が i 掛^のお 

ww - 巧用町田によウ共化 
しやすレがぶの。》‘で》 

•な乂ヒータなどの。巧 

• お巧巧が S - W 及 fi 巧巧巧 0 U ンブなどの再、化 

•けーナ，巧な U ンヴ+ホが。などのみが 

• ち»込®ホのホ# •ち！#"ッキンのお货 

* K ラスのな货 r かヒのた巧によ D 巧皮の4ち6の0ます。） 

K 巧の, W ■ BH 

•本か巧 ■巧巧巧ード，つ r ン ■なクンクのか巧3 


25 








現 象 

原 因 

初めて使用するとさやシーズン 
始めに、煙やにおいび出る 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 
異常ではありません。 

「ピチピチ」や r カンカン」とい 
ラ音びする 

本体内部の加熱 • 冷却時に出る金属の膨張 • 収縮音です。 
異常ではあ0ません。 

点义時に r ポン」といラ音びする 

着义音で、異常ではありません。 

「カチン」という音びする 

電磁弁の作動音で、異常ではありません。 

青炎の中にホ义び混じる 

異常ではありません。 

炎の一部び揺5ぐ 

異常ではあ0ません。 

「カチカチ」といラ音びする 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 

ガラスび白<なる 

巧油中の成分びガラスに付着するためです。 

異常ではあ0ません。 


このような据患のとさは使用を中止し、 

巧タンクの思をバルフを閉じて版荒店にご涯洽ください 

•め巧さわる g 吊や思件: E は B 巧巧め巧巧によウ、下だめ A ラな巧みがなられる W さになめ巧を中止し 
て、必ずお■い巧めの法巧巧に6性曲«>では®巧 D のサンボットで巧•ち»巧へご巧 KC ださ L し 


がづスのにおいがした口、目がす占す力す古 SIS を由して fii える 

■がづスが*〇ているだモロが无0 * 7。 * だがが巧 W になコてい壬 T 。 

が巧スが爱巧に g れていますと、せ巧です.. 



M ， め S . WAT 田 t 贵こ「ン J とい5±壬な S かした 關台に油が Jin ている 

■ス h ブザ Wil しに0、バッ丰ンが巧町し -3 巧 K 巧よ D 曲]的 gn でいます; 

ているおそれがわりまず 



巧障•異甫の見分け方と処置方ミ去 


次のような場合は故障ではありません。 


点义時.消义時燃焼時その他 
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g が障•具常の見巧け方と迦置方ミ去っっさ 


異常び生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

な 

し 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

が 

立 

上 

が 

る 

デジタル表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

H ] [! 

E -8 3 
H ] 5 
£-3 3 
E -3 S 

と-- [[ 
E - bh 

[[[[ 

(点滅） 

E -0 .? 

E-sn 

E - !弓 

F 1し 

電源プラグびコンセ 
ントか5巧けている 

• 










電源プラグをコン 
セントに確実に差 
し込む 

12 

油タンクに巧油びない 


• 



• 






ミ由タンクに給ミ由する 

11 

停電びあった 




• 







運転スイッチを巧し 
なおす 

22 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


参 



• 






送油バルブを開< 

22 

定油面器のま全装置 
び作動している 


• 



• 






U セットボタンを 
押す 

11 

対流ガードにほこり 
がたまっている 








• 


• 

掃除する 

22 

24 

28 

対流ガードびカーテ 
ンでふさびっている 








• 


• 

カーテンを取0除< 

22 

28 

給排気筒トップの巧 
端がふさびれている 



参 



• 





糸舖瞭筒トップ先端 
のしゃ閉物を取り除 
< 

23 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 




ス1 — ブ周囲、油漏 
れ、給排気筒を点検 
する 

22 


1 

1 

1 

■ 

■ 

□ 

■ 


• 


確実に接続する 

22 

23 


《 け！ <1」表ちは温度と交互に表ちします。（運転は継続します。） 

LU 上の方法で点検し、処置してちなお5ないとさは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのヴ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとさには故障内容をでさるだけ詳しく、また表ち部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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fI 5 ゥモード n 示 B 

■チェックモードに下記のような表示び出たときは、お買いホめの販売店又は最畜りのヴ 
ンポット支店-営業所へご連絡ください。 

C - no C _ < < C _ I J C _ I J こ _ いこ 

し U J し II し < し し I J し I J 

E- 18 E - 巧 E-3? E-Sn E-S8 


■下 K のチェックモード表示が出たとまは，ちちたンサーの泌»がちえ S れますので、ス 
トーブの»おは巧巧で3ますが早めの巧巧巧巧をおずすめします。 

run t r tt n J 广つ r m n y 

しけ^， L け U ご L ff U J し nu 、 

(思度と巧互に反巧） 


■下おのチてックモードおをがおたときは、かぶ巧ードにほこ口び村■してス I ブ巧却 
の巧居が上巧しています。このままのが態で HE を巧巧しまずと『卜ごつ』 を宝示して 
ストープび巧止ずることかち口ますので， S おスイッチを一お「切」にしてが巧用ファ 
ンが巧止したを、巧巧丹ードのモうじをしてか5巧び»おスイッチを「入」にしてくだ 
ごい。（己4べージぞ軌 

のス I ブの巧用け! H ■旧 (1 ■なおによコて 『f .1 ;』虽吊び化る巧に『卜 G 1』 を定示 
して巧止する巧合がち D まず。 

Fit <思巧と巧互に巧巧） 


点検•その他 
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I SR 品交換のしかた 


• 経年により消耗、劣化しやすい部品びあります。 

• 異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最客りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険です。 

• 修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕 
び修理いたします。 


■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換び 
必要な部品 

点义ヒ-夕.排気管接続用□リング （ J 旧己吕4014種 D P 40) 

燃焼リング-赤熱筒-各種パッキン-ガラス 

環境により劣化しやす 
い部品 

給排気筒系部品-制御基板-燃焼用送風機-対流用送風機 
ゴム製送油管 

不良な油を使用されて 
努化しやすい部品 

電磁ポンプ-定ミ由面器-電磁弁 


■ 不完全燃焼防止装置(検知部） 

• 不完全燃焼防止装置の検知部は、有効期限までに交換び必要になります。有効期限を過ざると検知部 
の感度び鈍くなり、不完全燃焼防止装置び正常に作動しないおそれびあります。 

不完全燃焼防止装置(検知部)の有効期限は機器左側面に表示されています。 （3 1ページ参照） 

なお、不完全燃焼防止装置(検知部)の交換は有料です。 



な 管（長期巧使用しない場合） 

• 長期間使用しないとさ(シーズン終了時)は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか5巧く 
• めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれびあります。 



2 ストーブ外装、巧流ガード、反射板の掃除をする 
に4ぺージ参照） 


〇油タンクの送油バルブを閉じる 


4 ス I ''ーブは据付けたまま保管する 

•どうしても取りがして保管するときは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
•次シーズンに据付けるとさには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 
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型式の 呼び 

FFR -383 BL 

種 類 

ポット式、強制給排気お、強制対流お 

点 义ち式 

電気点义 

使用 燃料 

な油 （ J に1号灯油） 

燃焼 巧 態 

最大 

最ル 

燃料消費量 

4.37 kW (0.42 已 L / h ) 

1.34 kW (0.13 L / h ) 

発熱量 

1已，740 kJ/h 

4,820 kJ/h 

熱効率 

87.0% 

87.0% 

暖房 出力 

3.8 日 kW 

1.1 目 kW 

が お 寸 法 

高さ已4目 mm 幅432奥行さ 278 mm (置台を含む） 

賛 量 

14 k 邑 

電源電圧及び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

定格消費電力 

最大(点火初期に短時間発生）目3日/目3日 W 
点火日寺33已/33已 W 燃焼日寺 43/36 W 

待機時消費電力 

日.已/日.已 W 

給排気筒の型式の D 乎び 

FWT -6 W -1 

給排気筒の巧び径 

D 40 

給排気筒の壁貫通部の孔径 

67〜 80 mm 

排 気温 度 

2目日で料下 

電流ヒューズ 

筒形2日 mm 10 A 

をを 装置 

巧震自動;肖火装 i 、 11顧を装置厕防止装置、点火まを装置、隱講階 i 、 不完を隱防止装置 

その他の装置 

排気管巧け検知装置 

附 属 品 

壁固定金具（1)、ワイヤーバンドルに)、ワイヤーバンド大（1)、遮熱板（1)、 

給排気筒（1)、排気管断熱カバー（1)、ストッパ ー IJ ング（1)、 

4 X 2 已タッピンねじ（4)、取扱説明書（1)、工事説明書（1)、保証書（1)、 

特定保守製品説明書（1)、巧有者票（1)、保護シール （1) 


仕様 


その他 
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ア フターサー ヒス 


■保証について 


• 保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
て < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼するとをについて 



r 故障•異常の見分け方と処置方法」に従って点検してください。処置してもなお5ないとさ 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買い求めの販売店又は最畜りのサン 
ポット支店-営業所へご連絡ください。 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店が修理いたします。 


ご連絡していたださたい内容 

ご住所 


おなま元 


電話番号 


製品名 

密閉式石油ストーブ 

型 名 

FFR -383 BL 

お買い上げ日 

年月日 

故障又は 
異常の内容 

でさるだけ詳しく（表示部のチェック 
モード数字など）お知6せください。 

訪問ご希望曰 



チェックモード表示 



• 保証期間び過ざているとさは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用できる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

• 修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

• ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 

• 密閉式石ミ由ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後1□年です， 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 
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1 か m 
U 上 

芭凹をを A "1 


150 c の 
な上: 




巧 

巧 

411 


巧か& J 


I 謝け•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼する 

据付けや移設工事は販売店又は据付業者に依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据巧け塌巧の選定及ぴ標華据巧け巧 I ] 

据巧口についてぶ，义がで防を例、巧を巧儀に巧する巧の呈巧などぶをの S 巧びお0ます。 
I #巧明*の r 安をのためになず-お巧 D ください J をお巧みにな D 化巧店なは坦巧巧巧とよ （ 
こ巧松してください。また、 rwia 据巧け例 J についでは.下図を安聞しでくだない。 


[ス F ^— ブか5旧囲巧巧巧のまでのな曲を巧] 

■ストーブを巧面とが面はな3。技のため 30 cmW 上 S しでください.， 

• A 3ぶを1〇〜3化 m すで近づける巧白は、の面巧ードに的 W の度な巧を 
巧 D 讨けて（だでい， 



•上図では可燃物までの離隔距離をおしていまずび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの 
場合も上図離隔距離としてください。 


巧 R 材 


把 



点検•その他 
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QUI ぞを Jl 



■積雪地区におけるミち意 

历鸟のみい巧ちでは、相当巧に拾が巧 R がちでふだがれないぶ云なおけ巧两を送足してくだ 
をし、壬た、固びよどむよ5がな巧では，排巧スを再をのい込んです完を化巧を桓こすこと 
が巧0ます._ 


■据付け後の確認 

•据付けび終わりました5、ちラー度、工事説明書の「安全のために必ずお守りください」を 
お読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているかどラかを確認してく 
ださい。給が気筒を延長設置している場合、延長長さ 3 m 似下、曲がりは3箇所似下として 
<ださい。 

•室温サー5スタ（ルームセンサー)はス I -ーブよりがし、部屋の温度を代表できる壁面にピ 
ンなどで固定されているかを確認してください。 


III 古 &より 
n U 上 



ま{み） eOcmU (上柏寸ぶん不巧がを 

巧巧する!«白は aocffl 口上とする: 


•お!! f 兄 M トップは上ち月 U 田 H にを巧 
止7る巧がな U こと- 
■巧の ホい均ちでは， a みはまを 击ウ已 Ocm 
ヴ上却 n る18用に.抬巧 ac 巧をの0けけで 
くたさい.- 

•不燃物の場合でち性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 


国おが気筒を延長する場合のま意 

をがを巧を巧ちするな台は、3|113のびゥじ下でぉ0巧け己れる巧巧を進定：して<：ださし、。 


I 据付け-巧設っ j さ 

[捡があ尚トップか5闻简の巧がをまでの Ml 巧を«1 



q だ A 


お 巧 
巧 ¢1 

む 

60cn> 

U 上怡 ) 

■ 

> 

■ eocm 

. 口上 - 

30cm 
U 上 

_ 


巧 

tfi 


A 大 

SOcr 


■ 世 ® ‘スラど 


巧が巧 
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設定室温現な室温 


F じ a ウイマー t — ブ 


午前 


叮の 




風 







-始めてのご使用時や試運輯時、および油切れ時などに送油経路の空気抜さび不十分な場合には点 
火安全装置や燃焼制御装置び作動し、に■03』 『 E -33』 に-〇已』に-3已』のチェックモードび表 
示されることびあります。この場合、運転スイッチを一度「切」にして対流用ファンび停止した 
後、再び運転スイッチを「入」にしてか5十分に空気抜きを行ってください。 

国試運お 

wa おは、巧 巧ち S は框巧おせとご一巧 に ぉず巧てくだ古い 


m^mm 


抽タンクにを；由ずる 



巧巧ブラクモコンたントに差し&だ 


夕 


ち；由おおの U セツトポタンを巧す 
01。ージが 思） 

• 3ムお15ぷ巧のに王ながたすって U るこ 
とぴありますので、ゴムお込油をを拒コ 
てを巧を化いてくださし、 



巧巧 

* 油タンクやぶ姐员 - 3ム M なぶ巧か百ながれがな 
いか' 

•» をの上などにおがこばれていないか. 


法お 


運転スイッチを押して、「入」にする 

•運転ランプと表示部のバックライトび点 
巧します。 

•吕〜ユ巧で漸 ,お火し走す 
チ巧巧，巧で U 巧つアンむ回ゥ、巧 3W 的 
予 W 巧のを巧い串す 

• コム K な旧巧のに置巧がたまっているこ 
とびを0ますので、巧 K スイッチを「入 J 
じしてむろゴム W 这抽档をあ3て空巧を 
巧いてくだご U 

讚 

運転スイッチを再度押して、「切」にする 

•運転ランプと表示部のバックライトび消 
巧しまず。 

-がぶ巧フ：？ンはストーブが巧えるまでの 
め白が阳回口つ j けます 

正常運転の目安 

。正常運転の目をとして2己ページのよラな現 
象びないことを確認しまず。 



•ス I -ーブより煙やにおいび出ることびあり 
ますび、燃焼室の塗装やパッキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えまずので、部屋の換 
気をしなび5試運聞して < ださい。 


点検•その他 
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面911ポ! Jh な式含な 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前卻寺か6午後已時まで〕 
Q 0198-37- 1177 FAX .0198-37-1 192 


化幌支店 

〒〇版0042 

ホ Hi 市東区本^2条1 0 T 目1番25号 

S 011-78 日-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業所 

干08日，〇〇日1 

訓路市光陽の8蚕1号 

巧01日 4-22 -日821 

FAX .01 日 4-32-2289 

帯広営業戸斤 

干 080-0801 

帯広市東1条南2已 T 目12翻 

な01日日 -22-133 日 

FAX 01 日日- 28-22 目目 

姐 JII 営業戸斤 

干078ぶ237 

烟肺豊岡7条 6 T 目强10号 

SOI 目目- 34-8 目3目 

FAX .0166-39-2157 

函館営業所 

干04 1-0 朋1 

函館市本通 4 T 目17蚕2日号 

a 0138-53-2583 

FAX .0138-33-2180 

仙台営業所 

〒日 83-0034 

胎市宮城野区扇の 4 T 目2蚕40号 

巧 022-23 目 "3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

T 963-8041 

郡山市富田 B 惇音路1番地10日 

巧024-9目2-9288 

FAX .024962-9266 

青森営業戸斤 

干 030-01 31 

^市問屋の2 了目18番18号 

S 017-738-4141 

FAX .0 17738•閱日4 

が田営業戸斤 

干01 0-0 日14 

秋田市保尸野千代田の15蚕17号 

©018-824-3421 

FAX .018-8243423 

岩手営業戸斤 

干02日 .0301 

巧卷巿化扇□第2地割1番地2巨 

00198-37-1138 

FAX .0198-37-1188 

首都圏営業戸斤 

干3日 2-0001 

新座市ま北 2 T 目24ま3号 

S 048-471-8420 

FA ) 0348 -470-1 141 

信越営業所 

干38 1-0031 

飄市大字西尾張部1114番地已 

巧02目-2日 2-61 目1 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒日 64-00 日3 

吹田市江の木 KM 8-27 

006-6337-3211 

FAX .0 目-目337。212 

富山営業戸斤 

〒日如 -82 12 

富山市掛尾の47日番地4 

S 07 目- 420-2677 

FAX .076420-2238 

サンポットエンジニアリング株式会社 



サービス部 

〒〇版0042 

ホ Hi 市東区本^2を1 0 T 目1番2已号 

S 011-78 日-1201 

FAXni 1-780-2338 

1山台サ-ビスセンタ- 

〒日83,0034 

胎市宮城野区扇町 4 T 目2番40号 

巧022-232-1479 

FAX .022-238-9843 

青森ヴ-ビスセンタ- 

干030 -01 31 

^市問屋の2 了目18番18号 

巧 017-738-4414 

FAX .017-738-4415 


サンポツトホームぺージ http :// www . sunpot . coJp / 


事業所名-住所-電話番号は変更することびあります。あ5かじめ了承願います。 


愛情点検 


り 


♦長年ご使用の石油暖房機の点検をぜひ！ 


ご使用の際、 
こんな症;]犬は 
ありませんか？ 


♦油漏れびある。 

♦排ガスのにおいがしたり、 
目がチカチカする。 

♦運転中異常な音がする。 
♦黒煙を出して燃える。 
♦その他の異常や故障びある。 



このよ5な場合、事が防止のため使用をせずス 
イッチを切りコンセントか5差し込みプラグを 
巧いて、必ずおボめ①販売店または石®機器技 
術管理±や点検整隔±に、点検修理をご相設く 
ださい。ご自分での修理はを険な場合がありま 
ずか5、絶対な百さないでください。 


ご購入(据付)年月日 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


た了 E を爾测乘巧巧 S 盘藝 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400040100 

0327 























